
 

 

昨年の２月にナナはやって

来ました!(^^)! 

ちょうど１年です  

ナナの成長記録をご覧くだ

さい(*^▽^*) 
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『
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
薬
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
』 

 
 

３病棟 看護主任  堀江 寛子 

去年の秋頃から「お花紙ピクチャー」という

作業を始め、多くの患者様にお手伝いをし

ていただきました。その名前の通り、お花紙

を丸めた玉を並べて、一つの絵を作ります。

今回は、令和５年の干支である「うさぎ」を

模した作品にしました。作業を開始し、徐々

に形が表れていきます。時々談笑しながら

も作業は滞りなく進み、遂に年末に素晴ら

しい作品が完成しました。現在、１階の談話

室に飾ってあります。お時間があれば、ご観

賞していただければと思います。 

入職し１年が経ちました。コロナ流行から３年、コロナ前は週３日運動をしてい

ましたが、約２年運動せず食べるだけの生活をした結果、体重増加・体力減少・

気力低下し、老いを感じています。行動制限のない年末年始が過ぎましたが、新

しい変異株の話もあり、第８波が続いています。スポーツ観戦も好きで以前はよ

く行っていましたが、今は控えています。早く以前の生活に戻れるように願うば

かりです。 

今月は３病棟の富江さん（８６歳） 

の一コマです。富江さんは長野県出身で４人姉妹の 

４番目に生まれました。そして２７歳の時にお見合 

い結婚されました。実は富江さんのご主人は１１月 

号の一コマでご紹介した光三さんです。ご結婚後は 

光三さんの生まれた川越市に移り、２人の息子さん 

にも恵まれ、富江さんは紡績会社で長期間パート勤 

務をなさっていました。 

平成２５年富江さん７７歳頃からご主人の光三さん 

の物忘れが始まり、光三さんの通院に付き添い、２年が過ぎた頃に念のためということで認知症の検査

をしたところ、光三さんよりもアルツハイマー型認知症が進んでいるとの診断を受けました。ご家族は

富江さんが認知症とは全く気付かなかったそうです。在宅生活は難しく、光三さんは当院へ富江さんは

施設へ行くことが決まりました。平成２８年８０歳で施設に入所した富江さんは、定期的に病院受診の

ために入所と退所を繰り返していました。令和２年８４歳時に転倒し、大腿骨骨折で手術を受け施設に

戻りましたが認知症も進行しており、理解力低下・徘徊・昼夜逆転・夜間不穏・不潔行為などが見られ

るようになり、施設での対応も困難とのことで、息子さんは「これからの日々を夫婦で一緒に過ごさせ

てあげたい」と当院への入院を希望され、令和３年１２月、当院にご入院されました。久しぶりの夫婦 

  再会の日、大切な時間をと富江さんに不安がないよう食事席を光  

三さんの隣にしてお迎えしました。光三さんは笑顔でしたが何故か

落ち着かない様子で立ったり座ったり・・。富江さんは話しかける

でもなく、微笑みながら光三さんを見つめていました。その後の富

江さんは、微笑みを絶やさず、食事の時間前には「ご飯の準備をし

なくちゃね」といつも周りを気にかけてくれます。作業療法にもニ

コニコと楽しく参加されています。その様子は、息子さんが富江さ

んについてお話ししてくれた「優しくて、穏やかで時に頑固な母で

した」そのものです。ご夫婦の穏やかな日々が続くようこれからも

支援していきたいと思います。 

 

１
月
後
半
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
記
事
を
読

ま
れ
て
い
る
時
は
、
暖
か
い
日
を
迎
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？ 

昨
年
１０
月
か
ら
川
越
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
に
内
科
医
と
し
て

勤
め
て
お
り
ま
す
佐
々
木
で
す
。
春
日
部
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院

か
ら
の
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。
両
院
は
認
知
症
専
門
の
精
神

科
病
院
で
あ
り
、
経
験
豊
富
な
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
が
多
数
勤

務
さ
れ
て
お
り
、
川
越
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
に
お
い
て
も
他
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
診
療
に
、
御
家
族
様
の
相
談
に
対
応
で
き

る
事
を
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
近
認
知
症
診
療
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
大
変
注
目
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
１
月
１６
日
、
製
薬
会
社
の
エ
ー

ザ
イ
は
開
発
を
進
め
て
き
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
薬

「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
を
厚
生
労
働
省
に
承
認
申
請
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
エ
ー
ザ
イ
が
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
と
い

う
会
社
と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
す
。
続
け
て
１
月
３０
日
に

は
、
優
先
審
査
品
目
に
指
定
さ
れ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
審
査

期
間
は
通
常
品
目
で
は
約
１
年
の
と
こ
ろ
、
優
先
審
査
品
目

で
は
約
９
ヶ
月
の
よ
う
で
す
。
今
年
の
秋
に
は
認
可
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

レ
カ
ネ
マ
ブ
は
治
験
と
い
わ
れ
る
第
Ⅲ
相
試
験
が
グ
ロ
ー
バ

ル
（
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
欧
州
）
で
実
施
さ
れ
、
結
果
が
昨

年
秋
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
臨
床
試
験
会
議
に
発
表
さ
れ
、

論
文
が
世
界
ト
ッ
プ
の
医
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
内
に
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

と
い
う
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が
蓄
積
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ
、
認
知
機
能
が
低
下
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
の
人
工
的
な
抗
体
を

作
成
し
、
体
内
で
こ
れ
を
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
に
結
合
さ
せ
、

免
疫
細
胞
で
分
解
さ
せ
取
除
こ
う
と
開
発
し
た
の
が
レ
カ
ネ

マ
ブ
で
す
。 

治
験
の
結
果
は
、
１
年
半
後
の
認
知
機
能
低
下
が
２
７
パ
ー

セ
ン
ト
抑
制
さ
れ
、
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
有
効
性
が
確

認
で
き
た
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
ア
ミ
ロ
イ
ドP

E
T

と
い

う
Ｘ
線
を
使
わ
な
い
Ｃ
Ｔ
で
脳
内
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
蓄

積
量
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
も
、
世
界
中
の
研
究
機
関
や
製
薬
会
社
で
脳
内
の

異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
の
除
去
を
狙
っ
た
薬
が
開
発
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
い
く
つ
か
は
期
待
を
も
っ
て
臨
床
試
験
に
移
さ
れ

ま
し
た
が
認
知
機
能
低
下
の
抑
制
を
証
明
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
意
味
で
レ
カ
ネ
マ
ブ
が
こ
の
効
果
を
明
確
に
示
し

た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。（
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
と
い
う
レ

カ
ネ
マ
ブ
と
類
似
の
発
想
で
開
発
が
先
行
さ
れ
た
薬
が
試
験

を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。） 

残
念
な
が
ら
手
放
し
で
喜
べ
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。 

① 

一
度
壊
れ
た
神
経
細
胞
を
も
と
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
効
果
が
示
さ
れ
た
の
は
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

で
す
。 

② 

ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
を
標
的
と
し
た
治
療
法
な
の
で
ア

ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
蓄
積
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
こ
の
蓄
積

の
証
明
は
高
価
で
数
少
な
い
検
査
機
器
（
ア
ミ
ロ
イ
ド

P
E

T

）
か
身
体
的
に
負
担
の
掛
か
る
検
査
で
行
わ
れ
ま

す
。 

こ
の
レ
カ
ネ
マ
ブ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
の
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
他
の
製
薬
会

社
か
ら
も
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
を
標
的
と
し
た
新
薬
の
治
験

結
果
が
米
国
で
年
内
に
出
る
模
様
で
す
。 

最
後
に
、
初
代
理
事
長
が
医
療
と
福
祉
の
融
合
を
目
指
し
、
初

め
に
開
院
さ
れ
た
こ
の
川
越
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
で
勤
務
す
る

に
あ
た
り
、
改
め
て
患
者
さ
ん
の
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
る
時

間
が
少
し
で
も
多
く
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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